











































































































































































































































































































































ｅ 個人の尊厳 と人 権の尊重の意義、 特に自由・権利 と責 任・ 義務の関係を広 い視野から正し く認 識させ、 民主主義 に関する理解を深
めるとと もに、 国民主権を担 う公民 として必要な基礎的教養を培 う。
●民主主義 の意義、 国民の生活 の向上 と経済活動 とのかかわり及び現代 の社会生 活など につ いて、 個人と社会 とのかかわりを中心 に
理解を深 めると ともに、社 会の諸問 題に着目させ、自 ら考えよ うとする態度を育 成する。
ｅ 国際的な相互 依存関係の深 まり の中で、 世界平和 の実現と人類の福祉 の増大 のため に、各国 が相 互に主権を尊重 し、 各国民が協力
し合うこ とが重要であ ることを 認識させるとと もに、自国を愛し、 その平 和と繁栄を図るこ とが大切であ ることを 自覚させる。
＠ 現代 の社 会現 象に対 する関心を 高め、 様々な資料を 適切に収集、選択 して多面 的・多角的 に考察し、 事実を正 確にとらえ、公正 に
判断する とともに適切 に表現 する能力と態度を育て る。
（ｂ）内 容
１　１．『我が国 の政治 と日本国憲法との関係か ら、私 たちは社会 とどのようにかかわってい るのだろ うか｡ 』
(ア) 我が国 の政治 の仕組みと日本国憲法との関係 はどのよ うになっているのだろうか
日本国 憲法 とのかかわり にお いて、 国会を中心 とする我が国 の民主 政治の仕組 みのあ らましや政党 の役割を 理解させ、 議 会制民
主主義 の意義 について考えさ せるとと もに、多 数決の原理とそ の運営 の在り方 につ いて 理解を深めさ せる。 さらに、法 に基づ く
公正な裁判 の保障かおることを理解させる。
(ｲ) 我が国 の政 治と日本国憲法との関係 に、私 たちはどのようにかかわっている のだろ うか。
民主政 治を 推進す るためには公正な世論 の形 成と国民の政治参加 が大切であ るこ とに気 付かせる。そ の際、 選挙 の意義 やマスコ
ミの影響 につ いて も考え させる。
(調 べ方、 まとめ方、 かかわり方)
図書 館資料、 各政党、国 会・内閣・裁判所 のホ ームペ ージ、北九州 市 の選挙 の投 票率について調べ る。 有権者 の立場で意 見発表
を行 う。
１　２．『我 が国 の経済と日本国憲法と の関係か ら、 私たちは社会とどのよう にかか わってい るのだろうか｡』
(ア) 市場 経済の考え 方はど のような ものか。
身近 な消費生活を中心 に経済活動 の意義を 理解させる とともに、 価格 の働 きに着目させて市場経済 の基本的な考え方 について理
解させる。 また、 現代 の生産 の仕組 みのあ らましや金融の働き について理解 させる。
(調 べ方、 まとめ方)
実際の収支項目で模擬的 に家計 のシュミレ ーショ ンを行う
(イ) 企業 を企画する とどうな るか。
社会におけ る企業 の役割と社会的責 任につ いて考えさ せる。 そ の際、社 会生 活におけ る職業 の意義 と役割及 び雇用と労働条件 の
改善について、日本国憲法を はじめ、 勤労の権利 と義務、労働組合 の意義 及び労働基準法の精神 と関連付 けて 考え させる。
(まとめ方)
専門家( 企業家、北九州市労 働基準 局の関係者など) か ら話を聞 き、 それを工 夫してまと める。
(ウ) 国民生活 と福祉 はど うなって いるか。
国民生活 と福祉 の向上を図 るために、 国や地方公共団 体が果たしてい る経 済的な役割 につい て考え させる。 その際、 日本国憲 法
の基本的人権の尊重 の考え方 と関連 付けながら、 社会資本 の整備、公害 の防止 など環境の保全、 社会保障の充実、消費者 の保護、
租税 の意義 と役割及び国民 の納 税の義務 について 理解させる とともに、 限られ た財源 の配分という観点か ら財政について考え さ
せるc
(調べ方、 まとめ方)
北九州市役所や税務署を 取材し、 専門家か ら話を聴 き、 それを工 夫してまと め発表する。
１　３．私 たち はどのような社会を生 き、 そこ にはどのような課 題があるのだろうか。
（ァ）ｲ固人 は社 会とどのようにかかわって生 きてい るのだろ うか。
家族や地域社会 などの機 能を 扱い、 人間 は本来社会的存在で あることに着目させ、 個人と社会 とのかか わり につ いて 考え させる。
そ の際、 現在の家族制度 における個人 の尊 厳と両 性の本質的平 等、 社会生活 にお ける取り決 めの重要 性やそれを守 ることの意義
及 び個人 の責 任などについて気付か せる。
（ｨ ）私 たちの生 活と現代社会の歩 みはどのよ うに関係しているのだろうか。
現代 日本の発展 の過程 と国際化の進展 のあ らましについて理 解させるとと もに、 現代社会の特色 に気 付かせる。そ の際、 高度経













































































































国民 の権利 の内容（自由権・社会権・人権を守 る権利）




地方公共団体 の意 味， 地方 公共 団体の政治　し くみ（首長 ・議会）， 働き
国の政治　 しくみ（ 国会・内閣・裁判所）
国会 の組織（衆議 院・参 議院） と働き（立法権，衆議 院の優越）
内閣 の組織（内閣総理大 臣・国務大臣・省庁） と働 き（行 政権）











社会権 の内容（生存権，教育を受 ける権利， 勤労権 と労 働基 本権）
人権を守る権利 の内容（参 政権 ・請願権・裁判を受 ける権利・請求 権）
公共の福祉，新しい人権の内容と課題（環境権・知る権利・プ ライバ シーの権利・自己決定権）
国際的な人権保障 の状況
国会（立法権）・内閣（行政権） ・裁判所（司法権） の均衡 と抑制 の関係





























小 中一貫 教育を図るた めの指導内容・方 法及び地域教材の共有化




























第 １次　身のまわりにある政治 の働きを探 そう
1. 身 のまわりには障害のあ る人 のための施設 （スロ ープ、 音響用押 ボタ
ンなど） について話し合う。
・ 施設の存在からこれか らの学習 の視点を持 たせる。
第 ２次　障害のある大が利用 する施設を探 し調べよう
2. ホームペ ージで施設を探し、 どんな施設 があり、 どんな活動をしてい
るのかを 調べる。（Ｂ ）
・ それぞれの事業内容に北九州市がか かわって いることに気付かせ る。
3. 匚障害福祉 センタ ー」（ Ｃ） 等を見 学して施 設の目的 ・様子な ど調べ
発表する。（Ｂ ）
・ 調べたことをパ ンフレ ット等 にまとめ、 発表させる。
・北九 州市の政治によって障害 のあ る人 の願いがかなえられてい ること
に気 付かせる。
(B) ホ ームペ ージの活用方法を示 す。
(C) 障害福祉セ ンター

























































第 ３次　政治 の働きを 調べよう
4. 市役 所等を訪問し、 政治の働 きや役 割について調 べて 発表する。（B ）
・わ たし たちの多 くの願いも政治によって実現さ れてい ることに気づ か
せる。
・政治 の働きの背 景には日本国憲法かおるこ とを理 解さ せる。（Ａ）
第 ４次　 わたした ちの暮ら しと 日本国憲 法（基 本的人 権） との結びつ き
を調べよう
1. 日本国憲 法にはどんなことが書か れてい るのかを 探す。
・三原 則か おることとそれぞれ の意味をおお まか に理解する。（Ａ）
２．日本国憲 法から国民の権利と義務 の内容 について調 べ理解し、 それが
わたしたちの生 活とどうかか わってい るかを 発表する。（A ）（B ）
・基 本的人 権の考え方や内容が政治 によ って わたしたちの生活 に実現さ
れて いることに気付かせる。
第 ５次　地方公共団体の政治 のしくみについて調べよう
1. 地方 公共 団体（C ） の政治 のしくみについて調べ まとめる。（B ）
・既習 している地方公共団体 の政治 の働き・役割をふまえ、そ のしくみ
につ いて理解させる。（Ａ）
第６次　国の政治 のしく み・ 働きにつ いて調べよう
2. 国会のしくみ・働 き及 び憲 法とのかかわりについて調べ る。（B ）
3. 内閣のし くみ・ 働き及 び憲 法とのかかわりについて調べ る。（B ）
4. 裁判所 のしくみ・ 働き及び憲法とのかかわり について調べる。（B ）（C ）
第７次　国 の政治 につ いて調べたことをまとめ、発表 しよう
5、 調べたこ とを まとめる。（B ）
・三権のし くみ・ 働き及び憲法とのかかわりを理解 する。（Ａ）
６．調べま とめたことを 発表する。（B ）
・三権の相互関係 に気 付かせる。
第 ８次　日本 の政治につ いて考えてみよう
ﾌ．日本 の政治 のしくみについて話し合う。（B ）
・我が国 の政治 は民主 政治であることを理解 する。（Ａ）
８．日本 の政治 と日本国 憲法との関係を話し合 う。（B ）
・民主政治 と日本国憲法とのかかわりを理解 する。（Ａ）
(B) 取材 する観 点を 示し、 取 材 した こ
とを発表させ る。
(A)｢ 概念 的知識｣ 日本国 憲法 に基づ
いて 政治が 行われ人 々の 願いが実現
してい ること
(A)｢ 具体 的・ 概念的 知識｣ 基 本的人
権 の尊重・国 民主権 ・平和主 義 の考
え方
(Ａ) 厂具体 的知識｣ 国民 の権利 の内容、
国民 の義務 の内容




(Å) 匚具 体的｣ 地方 公共団 体 の意味、
地方 公共 団体の政治 のし くみ




(Ａ)｢ 具体的知 識｣ 国 の政治 のしく み、
国会・内閣・裁判所 の組 織と働き
(B) 発表 の仕方・手 順を示す。
(B) 政治 につ いて の意見を持つ
(Å)｢ 概念的知識｣ 民主政治
































小 中一 貫教育を図 るための指導 内容・方 法及び地域教材 の共有化



















第１次　日本国憲 法につ いて考え よう
1. 日本国憲法 の制定過程 や三 原則の考え方を調べよう。（B ）
歴史的分野や小学 校で学習 したことをもとに確か める。
2. 基本的人権 の内容を調 べよう。（B ）
・憲法に規定さ れて いる基本的人権の内容を理解 するとともに、基 本的
人権の制限 につ いて も触れる。（Ａ）
３． 憲法に規定さ れてい ない人 権を調べ考えようよう。（B ）
・憲法に規定さ れて いない基 本的人 権の内容について考えさ せる。（Ａ）
(B) 調べ方・ まとめ方を示 す
(B) 調べ方・ まとめ方を 示す
(Ａ) 匚具体的知 識｣ 自由 権 の内容、 社
会権の内容、 人権を守る権利 の内容、
公共 の福祉 の意味 と役割
(B) 調べ方・ まとめ方 を示す
(Ａ) 厂具体的 ・ 概念的知 識｣ 新 しい人






















































4. 北九州市 の人権 にかか わる課題や取り組 みを調べ、我が国 では基本的
人権の保障 はなさ れて いるのか話し合う。（B ）（C ）
・調べ方・ま とめ方 などから、小 学校で の既習状況を把握 する。
・様々な課題 （C ）か おるこ とを認 識し、 そ の課題を 解決す るにはどう
すればよい のかを考え させる。（Ａ）
・小学校で学習し た、政治 によ って基本的人権 の考え方が実現さ れてい
ることに気付かせ る。
第２次　日本の政治 のしく み（三 権） について考えよう。
5. グループ に分かれ、三権のしくみ・働き・憲法とのかかわりを話し合う。
・三 権について小学校で学習し た内容を 復習 する。
6. 三 権の相互関係 について調 べる。（B ）
・三 権が相互に均衡 と抑制 の関係 にあることを理解す る。（Ａ）
７．三 権と国民 との関係につ いて調 べる。（B ）
・三権と国民との関係は様々なかたちで結びついていることを理解する｡（Ａ）
第 ３次　 民主政 治を推 進する ため に国 民 はどんな 役割を担 ってい るのか
を 考え よう。
1. なぜ民主 政治は大切な のかを考え る。
・民主主 義の意義を理解さ るとともに、多数 決の原理にも触れ、 議 会制
民主主義 の意義について考えさ せる。（Ａ）
２． 選挙 のしくみを調べる。（B ）
・ 選挙 のしくみや課題を理解させ るとともに、投 票率の低下など の課題
（C ） について考え る。（Ａ）
３． ヒトラーの独裁政権はどのようにして誕生したのか調べ発表しよう。（B ）
・ 独裁 政権 が民主 政治の もとで誕生し たことを 理解し、 公正な世論形成
と政 治参加 が大切であること に気付か せる。（Ａ）
４．我が国 の政 治において民主政治を推進 するにはどうしたらよいのかを
有権者 の立 場になって話し合う。（B ）
・政治 との積 極的なかかわりを持 とう とする態度を育 てる。（Ａ）
(B) 話し 合い の観点 を示 し、 自分 の考
えをま とめる。
(C) 北九州 市 役所・ 北九 州人 権啓 発 セ
ンターなど
(A) 匚価値判断的知 識｣ 人権 保障の課題
について自 らの意見を持つ。
(B) 調べ方・ まとめ方を示 す
(Ａ)｢概念的知識｣ 三 権 の均 衡と抑 制の
関係、三 権分立 の考え方
(B) 調べ方・ まとめ方を示 す
(Ａ)｢‾具体的・概念的知 識｣ 選挙、政党、
世 論、三 権と国民と のかか わり
(Ａ)｢具体的・概念的知 識｣ 多数決 の原
理、 民主主 義 の意義 、議 会制民主 主
義 の意義
(B) 調べ方・ま とめ方を示 す
(A)｢ 具体的・概念的知 識｣ 選挙 のしく
みや課題
(C) 北九州市の選挙
(B) 調べ方・ま とめ方を示 す。
(A) 匚価値 判断的知識｣ 公正 な世論形 成
の大 切さ、 国民 の積極的な政治参加
(B) 話 し合いや立場討議を行 う。
(A)｢ 価値 判断的知識｣ 有権者 の立場 か
ら政 治を 考え ること
おわりに
本研究では，現行小中学校社会科公民的領域の
内容構成と関連分析から，そのカリキュラムの関
連的特性と課題を指摘した。その課題克服のため
には小中一貫教育実践校の社会科公民的領域の関
連的特性をもとにしながら，学習内容・学習方法・
地域教材を小中に関連付けることを示唆した。
そして，小中の関連付けを図るカリキュラム・
単元構成事例が，義務教育の今日的な変革に対応
でき従来の社会科を変え得 る点に意義かおる。
今後の課題として は，開発した単元を実践的に
検証するともに，特に小中の関連付けを図るため
の小中の具体的な知識の区別化の軸は何であるの
かや，オリジナリティーのある地域教材開発の小
中の関連付けについて研究をすすめることである。
【註】
1）小学校　教科書『新編　新しい社会　６下』東京
書籍　平成16年検定
中学校　教科書『新しい社会　公民』　東京書籍
平成13年検定
2）品川区は，平成18年４月より小中一貫校として日
-
野学園を開校した。そこでの社会科教育は小学校と
中学校をつなぐ論理として，学習の柱に問題解決的
な学習を据えた。ここでの問題解決的な学習とは，
情報収集や思考場面においては他の大とのかかわり
を重視しつつも，最終的には他の人の助力や干渉を
極力排除し，社会改善に向けて一人ひとりが判断や
意思決定を行い，自らの行動や生き方を考えていく
学習である。こうした学習を実現させるためには，
小学第３学年～中学校第３学年の７年間の学習内容
を再構成し多様な学習活動による問題解決過程を通
して認識形成と資質・能力育成の両面を一体的に図
るようにした。
品川区教育委員会『品川区小中一貫教育要領』
講談社　2005年　50頁一51頁
3）品川区教育委員会『品川区小中一貫教育要領』
第６学年　61頁－65頁
第７学年　65頁－70頁
第９学年　76頁一79頁
4）品川区教育委員会『品川区小中一貫教育　社会科
調べ・考え・社会をつくる』　平成１８年４月１日
第６学年　48頁－57頁
第７学年　58頁－67頁
96 －
